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逢
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誠
二
君
提
出
北
方
領
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に
お
け
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安
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保
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約
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有
効
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
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弁
書
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送
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す
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。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
北
方
領
土
に
お
け
る
日
米
安
全
保
障
条
約
の
有
効
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

外
交
上
の
個
別
の
や
り
取
り
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
も
あ
り
差
し
控
え
る
が
、

少
な
く
と
も
、
御
指
摘
の
協
議
に
お
い
て
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三

十
五
年
条
約
第
六
号
。
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
北
方
領
土
へ
の
適
用
に
関
す
る
や
り
取
り
は
行
っ
て
い
な

い
。

三
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
連
邦
政
府
関
係
者
の
認
識
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

四
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
米
安
保
条
約
第
六
条
に
お
い
て
、
「
日
本
国
の
安
全
に
寄
与
し
、

並
び
に
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
そ
の
陸
軍
、
空
軍
及
び

海
軍
が
日
本
国
に
お
い
て
施
設
及
び
区
域
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
「
日
本
政
府
は
日
ロ
平
和
条
約
の
締
結
交
渉
に
お
い
て
、
返
還
後
の
北
方
領
土
で
の
日
米
安
全
保
障
条
約
の
適

用
除
外
を
検
討
し
た
」
と
の
事
実
は
な
い
。

二


